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	応用
	抗原情報
	背景
	タンパク質のユビキチン化は、細胞周期の進行、転写活性化、シグナル伝達など、多くの細胞内プロセスを制御します。ユビキチン結合酵素と脱ユビキチン化酵素が関与するこの動的なプロセスは、ユビキチンの付加と除去を行います。脱ユビキチン化酵素は、ユビキチン結合タンパク質基質からユビキチンを特異的に切断するシステインプロテアーゼです。この遺伝子は、染色体Xp11上の遺伝子クラスターに存在する脱ユビキチン化酵素をコードしています。23
	研究分野
	-
	画像データ
	

	USP11マウスmAbを用いたHela（1）、LNcap（2）、HepG2（3）、K562（4）、A549（5）、Jurkat（6）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	USP11 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。

